
�� ジェンダー研究所 
2021�ྫ࿪ 3�年度 
事業֕གྷ 

 

ジェンダー研究所֕གྷ 

2021 年度事業֕གྷ 
 



事業概要 

▶ジェンダー研究所概要─────────────────────── 

グローバルなジェンダー研究の拠点としての活動を伸展 
お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所は、日本におけるジェンダー研究の国際的研究ڎ点として、国

際的な学術ϋットϭークの構築をकགྷ目的とし、高水६の国際的研究プロジェクトの実施、国際シン
ポジウム等の開催、国際的教育プログラムの実施、学術ࢿࡸのק行、研究教育成Վのグローバルな発
৶と社会ؒݫをਬ進している。 

ジェンダー研究所の創立は ����（দ࿪ ��）年の⼥性ชԿࣁྋؙ設立にḬる。以降、⼥性ชԿ研究セン
ター（����（দ࿪ ��）年）、ジェンダー研究センター（����（平成 �）年）とր組を॑͸、日本のジェン
ダー研究の発展に߫ݛしてきた。そして、お茶の水⼥子大学が創立 ��� ब年を迎えた ����（平成 ��）
年、「ジェンダー研究所」と໌সをրめ、「グローバルリーダーシップ研究所」と共に、「グローバル⼥性
リーダー育成研究機構」構成研究所となった。ジェンダー研究所は、これまでにകってきたジェンダー
研究・教育および国際的学術ϋットϭーク構築の実੹をݱࣁに、グローバル⼥性リーダー育成研究機構
における中֫的な研究機関として、学際的かつ઎ۨ的な研究をよりਬ進し、グローバルな研究成Վ発৶
と学術ϋットϭーク構築にແめる。 

［参照：本報告書 ���～��� 頁 資料շ「国立大学法人お茶の水女子大学ジェンダー研究所規則」］ 
 

ジェンダー研究所（Institute for Gender Studies（IGS））の沿⾰と本学ジェンダー研究教育の動き 

1875 東京⼥⼦師範学校（お茶の⽔⼥⼦⼤学の前⾝）開校 

1949 お茶の⽔⼥⼦⼤学設⽴ 

1975 ⼥性⽂化資料館設⽴ 

1986 ⼥性⽂化研究センター設⽴ 

1993 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠後期課程⼈間発達学専攻「⼥性学講座」を創設 

1996 ジェンダー研究センター（IGS）設⽴（国内⼤学初の「ジェンダー研究」を⽬的とする研究施設） 

1997 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠前期課程発達社会科学専攻「開発・ジェンダー論コース」設置 

1998 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠後期課程「⼥性学講座」を⼈間発達科学専攻「ジェンダー論講座」に改組 

2003 21 世紀 COE プログラム「ジェンダー研究のフロンティア（F-GENS）」採択 

2004 国⽴⼤学法⼈ お茶の⽔⼥⼦⼤学設⽴ 

2005 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠後期課程「ジェンダー学際研究専攻」設置 

2006 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠前期課程「ジェンダー社会科学専攻」設置 

2007 ⼤学院⼈間⽂化研究科を⼈間⽂化創成科学研究科に改組 

2015 グローバル⼥性リーダー育成研究機構 ジェンダー研究所設⽴ 
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ジェンダー研究所事業報告書 

▶ジェンダー研究所 2021 ೧ౕۂࣆ概要──────────────── 
 

2021 年度も੊ֆ的なパンデミックԾでք֐でのフィールドϭーク௒ࠬやӅ生ഁݥプログラムが実施
できないয়ڱが続いているが、セミナーやシンポジウムのオンライン開催をはͣめ、インターϋットを
௪ͣての国際的な研究交流が続けられ、国際的な研究プロジェクトの新و助成金採択という成Վも得た。
また 7 月にק行された『ジェンダー研究』第 24 号は「パンデミックとジェンダー」を特集テーマとし、
 。の社会՟ୌにਜ਼໚から取り組んだܙ進行ࡑݳ

 
 
構成メンバー 

前年度຦に特任ࢥߪ 1 ໌がୂ৮したことからスタッフ体制に変動があった。特任リγーοフェロー2
໌が特任ࢥߪにত任し、ウェブγイト؇理やポスターࡠ成など技術・デδインܧの業ແを୴౲するΠΩ
デミック・Πシスタント 1 ໌の新و採༽があった。事ແܧ業ແ୴౲の特任リγーοフェローは、10 月か
らリγーο・ΠドミニストϪーターとなった。前年度຦で任期ຮ྅となっていたރ୫所⻑と研究員 3 ໌
（୪ڰ、ঘࡊ、ۆ౽）は再任。新たに石ܚ؛Ҳ࿢०教दが研究員に任ໍされた。ଏ立ᚺ理子໌༬教दが
のࢥߪጱٝग़大学特任ܜ専र大学०教दとࠦ໼७子໎߁員研究員、൚井ٮ 2 ໌が、研究ڢ力員として研
究所事業にࢂ༫した。 

［参照：本報告書 148～149 頁 資料շ「国立大学法人お茶の水女子大学ジェンダー研究所規則」 
122～131 頁 資料䐟「ᵓᡂ䝯ン䝞ー」］ 

 
研究プロジェクト 

2021 年度は、IGS 研究プロジェクトとして所଒研究ंそれぞれが進めている共同研究・ݺਕ研究が 5
݇、研究代表ंまたは෾୴ंとして科研費を֭得しての研究プロジェクトが 9 ݇（うち 2 ݇は新و採
択）、そしてք֐の助成金によるプロジェクト 4 ݇（うち 3 ݇は新و採択）の、計 18 ݇のプロジェクト
が進行している。IGS の研究プロジェクトはݫより国際的なものが多いが、新و採択の科研費プロジェ
クトのͽとつは国際共同研究Յଐخ金、ք֐助成金のプロジェクト 3 ݇も国際連ܠであり、国際共同プ
ロジェクト΃の助成金の֭得がଁえた。研究会やセミナー、国際シンポジウムを開催したほか、学会発
表や࿨ช౦ߚ、ॽ੸ק行、学術ࢿ『ジェンダー研究』のฦ集ק行により成Վ発৶にも౔めた。 

［参照：本報告書 13～24 頁 「研究䝥䝻ジェ䜽䝖」䚸105～110 頁 「学⾡ᡂᯝのⓎಙ」］ 

 

国際シンポジウム等の開催 

前年度に続き、新ܗコロナ״ઝ঳֨大๹ࢯのため、イベントはオンラインでの開催となった。シンポ
ジウム 1 ݇、国際シンポジウム 1 ݇、IGS セミナー12 ݇、研究会 1 ݇をक催したほか、グローバルリー
ダーシップ研究所（IGL）と共同で国際シンポジウム 2 ݇を開催した。 

IGS क催のシンポジウムやセミナーは、ジェンダー研究所所଒研究ंが、ࣙ身の研究成Վと国際的な
ਕຼを生かしてة画しており、研究所の研究・教育事業と༙機的に連ܠしている。ࠕ年度は、『ジェンダ
ー研究』第 25 号（2022 年 7 月຦ק行༩ఈ）の特集に連ܠするة画として、シンポジウム「ジェンダー
のࢻ点にخͰくඔ術࢛研究のࡑݳ」を開催した。また国際シンポジウム「#MeToo の政治学」では、#MeToo
により࿒になったフェミニθムのঀ՟ୌについて、日ؘの研究ंらが٠࿨を਄めた。౲シンポジウムで
は٠࿨の୼ॻとするために、ˎ MeToo のঀ૮をඵいたؘ国の最新ドΫϣϟンタリーӫ画に౲研究所が日
本࣊ޢປをつけて上ӫし大きなൕڻをݼんだ。 

［参照：本報告書 25～68 頁 「国㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮䞉䝉䝭䝘ー」］ 
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事業概要 

 
国際研究䝛䝑ト䝽ーク 

IGS 研究ंのքߦో֐やք֐の連ܠ機関研究ंのཔ日はできないয়ڱが続いているなか、2021 年度も、
ノルウェー、デンマーク、中国、ୈ࿹、ؘ国、インドϋシΠ、タイ、ニϣージーランドなどの教育研究
機関の研究ंらと研究交流および共同研究を行った。 

これまでに構築してきた研究ϋットϭークから、新たに国際共同研究の助成金によるプロジェクトの
立ち上げもあり、中国՜౨ࢥ൥大学との共同研究は国際共同研究Յଐخ金を、デンマークと日本の研究
ंによる੠子バンクに関する研究グループはデンマーク教育ுの助成金を、ノルウェー科学技術大学
（NTNU）との共同プロジェクトはノルウェーの高等教育国際連ܠਬ進機関の助成金を֭得するという
展開があった。また、NTNU との INTPART プロジェクトでは、国際ർֳ研究の成Վが Routledge 社から
ॽ੸ק行された。 

タイのΠジΠ޽科大学Ӆ大学（AIT）とのऑघ研究ं国際交流プログラム「AIT ϭークショップ」は、
2021 年度もӅ生の交ݥഁ׷は実施できなかったが、関連द業「国際社会ジェンダー࿨」において、国際
交流と「ジェンダーと開発」に関するة画として IGS セミナーを 2 ݇開催した。また౲ϭークショップ
が 20 ब年を迎えたことから、『お茶大�AIT 国際交流ϭークショップ 20 ब年ى೨ๅࠄॽ』をฦ集ק行し
た。 

［参照：本報告書 73～100 頁 「国㝿研究䝛䝑䝖䝽ー䜽」］ 

 
ⱝᡭ研究⪅の⫱成  

パンデミックԾでの教育活動も 2 年目となり、前年度の経ݩからകわれた創қ޽෋を活かしたオンラ
インद業や、オンラインとଲ໚を組み合わせたハイブリッド๏ࣞのद業が、大学が״ઝয়ڱにԢͣて指
ఈする״ઝଲࡨϪベルにԌって実施された。ジェンダー研究所所଒専任教員による学෨ٝߪ科目は、「21
੊ܗنช理༧合リベラルΠーツ ジェンダー8 政治・政ࡨとジェンダー」、「ΠジΠ社会とジェンダー」な
ど。大学Ӆٝߪ科目は、「ർֳ政治࿨」「ジェンダー政治経済学」「フェミニθム理࿨の૬点」「ジェンダ
ー立๑գఖ࿨」「ジェンダーેخ࿨」「ジェンダー社会経済学ԍस」など。また、特任ࢥߪが୴౲する大
学Ӆ科目「国際社会ジェンダー࿨」には IGS の国際教育交流プログラム「AIT ϭークショップ」が組み
 。まれているが、タイでのフィールドϭークに代わる教育が実施されたࠒ

また所଒教員指導のもと、6 ਕのӅ生がദ࢞前期՟ఖジェンダー社会科学専ߊ「開発・ジェンダー࿨
コース」をर྅した。 

［参照：本報告書 101～104 頁 「ⱝᡭ研究⪅の⫱ᡂ」］ 

 
Ꮫ⾡㞧ㄅ䛄ジェン䝎ー研究䛅ห⾜䛸Ꮫ⾡成ᯝⓎಙ 

国際的学術ࢿࡸ『ジェンダー研究』第 24 号（2021 年 7 月ק行）は「パンデミックとジェンダー」を
特集し、パンデミックというඉ৙事ସԾでのジェンダー՟ୌを多ֱ的にݗ౾した。ࡑݳ進行ܙの社会՟
ୌについての最新の࿨ߡによる研究࿨ช、研究ノート、ݳ৖・事ྭๅࠄがࡎܟされている。 

ๅࠄॽシリーθの IGS Project Series としては、特พডᡊ教दプロジェクトの成Վをまとめたๅࠄॽを
2 生殖྘Үシリーθの、࡯ IGS セミナーのى࿧集を 4  。行したק、࡯

［参照：本報告書105～110 頁 「学⾡ᡂᯝのⓎಙ」］ 

 
ᩥ⊩཰㞟䞉ྐᩱ㟁Ꮚ໬䚸♫఍㑏ඖ 

ชݛफ集・ࣁྋ੖理෾໼では、رଅਦॽ・ࣁྋのण೘のほか、所଒研究ंらのஸॽや、क催シンポジ
ウムやセミナーの関連ॽ੸の߬೘を進めた。また、⼥性ชԿࣁྋؙ創立以པࠕ日にいたるまでのジェン
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ダー研究所の事業ى࿧をు子Կし、デジタルΠーΩイブとしてޛ੊に࢔す࢛ྋు子Կプロジェクトも引
き続き実施されている。գڊの実施事業のデジタルԿが進んできたことから、2021 年度はগཔ的なデー
タ活༽をࢻ໼に೘れたϟタデータ構築に஥घした。 

ウェブγイトによる৚ๅ発৶は、ྭ年と同ͣくイベントҌ಼や開催ๅࠄの発৶に取り組΋ほか、ウェ
ブγイトࡎܟ৚ๅを੠ࠬし、研究所事業全ൢについての৚ๅޮ開が日本ޢおよびӵޢでわかりやすくな
されるよう、৚ๅ੖理ࡠ業を進めている。 

社会߫ݛの໚では、Ҳൢޮ開のセミナー・シンポジウム等開催による事業成Վ社会ؒݫのほか、所଒
研究ंは、ๅಕ機関の取ࡒにԢͣるなど、ジェンダー՟ୌに関するஎ見の൨ාにも౔めている。 

［参照：本報告書 111～116 頁 「ᩥ⊩཰㞟බ㛤䞉ྐ料㟁子໬䞉web Ⓨಙ」䚸117～120 頁 「♫఍㈉⊩」］ 

 
≉ูᣍ⪸ᩍᤵプロジェクト 

ք֐からஸ໌な研究ंをডᡊする特พডᡊ教दプロジェクトは、新ܗコロナウイルス״ઝ঳の੊ֆ的
な流行により、ࠕ年度もডᡊの実ݳはなかったが、2019 年度までに任についた特พডᡊ教द 8 ໌のๅࠄ
ॽのק行ࡠ業が進められた。 

［参照：本報告書 150 頁 資料ո「国立大学法人お茶の水女子大学≉ูᣍ⪸ᩍᤵ䛻㛵䛩䜛規則」 

お䜘䜃 69～71 頁 「≉ูᣍ⪸ᩍᤵ䝥䝻ジェ䜽䝖」］ 
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